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山林の空間線量の減少傾向把握のための無線モニタリングシステムの開発 

○田久創大、石井慶造、松山成男、寺川貴樹、松山哲生、新井宏受、

荒井宏、大沼透、山口敏朗、佐藤光義（東北大学大学院工学研究科） 

1. 背景・目的

東京電力福島第一原子力発電所事故により放射性物質が降

下した地域では、日照・風雨・台風などによる風化現象（ウ

ェザリング効果）および動植物の生命活動による分散の影響

などで、その放射性物質（主に放射性セシウム）の物理的半

減期よりも早く空間線量が低下している。我々は、それらの

影響を加味した放射線量の減少傾向を把握して、山野におけ

る農林業の将来の復興に役立てるため、山中での連続かつ長

期測定が可能な放射線測定器（無線モニタリングシステム）

の開発を行っている(Fig.1)。本稿では、開発した無線モニタリ

ングシステムの装置構成や放射線量の減少傾向を把握するた

めの解析方法、既に設置が完了した測定地点における 1年分

の測定データの解析結果の進捗などを報告する。 

2. 装置構成

本システムの外観写真を Fig.2 に示す。本システムの電力は写真上部にある

ソーラーパネルより供給される。写真中央の検出器ボックスには、2インチ径

の NaIシンチレーション検出器とその処理回路系、それらの制御・通信ボード

が入っている。各設置場所で取得されたエネルギースペクトルや測定日時・温

度・湿度などの情報は、電話回線を通じて大学の観測室に送信される。NaIシ

ンチレーション検出器の温度特性を考慮し、温度変化の大きい日中は主にバッ

テリーへの充電を行い、温度変化の小さい夜間に放射線の計測を行う。本シス

テムを 24台開発し、福島県内および宮城県内の山中の現地調査を行って候補

地を選び設置した。現在の各設置点での測定時間は 2時間としている。 

3. データ解析と結果

比較的早期に設置された地点では、最長で約 1年分の測定データを取得することができた。それらのエネ

ルギースペクトルを解析し、各設置場所における Cs-137, Cs-134, K-40, Bi-214などの ROI (Region of Interest)

内カウントの時系列変化を評価した。評価に際し、その地点の天気情報や雨量などのデータをインターネッ

ト上で入手し使用した。なお、これらの解析を効率よく行うために必要な解析ソフトの開発も同時に行った。

評価結果から、積雪があった設置点では雪が解けるまでの数日間に放射線のカウントが大きく減少してお

り、積雪による放射線の遮蔽効果を観測することが出来た。さらに 1年間の屋外使用でも検出器のエネルギ

ー分解能がほぼ悪化していないことがわかり、本システムの測定性能は長期の連続使用に耐えうることが示

唆された。本システムにより、今後数年～数十年間のモニタリングを継続予定である。 

Fig.1 無線モニタリングのイメージ 

Fig.2 システム外観 
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